











A Study of the Food Cultures in Hokkaido 
Foods served on annual occasions in the seacoast 
















































































































































































































































































































































































































1 / 3 
1 / 5 
1 / 6 
1 / 7 I粥、アズキケッコ
1 /14 Iケの汁、 タラ汁、クジラ汁









































































地域 餅の形 味 付け 材 料 備 考
八雲町 角餅 醤油 焼き干しのだし、油揚げ、 人 餅は男が焼く海岸地域 参、ごぼう、 （のり） 雑煮餅ともいう
八雲町 角餅 醤油 白菜 （青菜｝尾張出身
北槍山町 角餅 醤油 こなごのだし、油揚げ、人 餅は男が焼く太櫓地域 参、椎茸、 （のり）
北檎山町 丸餅（簡） 昧噌 かつお節徳島出身 角餅
福島町 昆布と鰯だし、 油揚げ、人
注4)
角餅 醤油 参、ねぎ、ごぼう、かまぶ 雑煮餅ともいう白符地区 く、 （のり） 餅は男が焼く
戸井町 昆布と煮干・焼き干しのだ
注3)
瀬由来 角餅 醤油 し、油揚げ、人参、ねぎ、ご 雑煮餅ともいう





























































































































































































田友子 （大正12年生），大島日出夫（明治42年生）， 桜庭初喜 （大正5年生），片石ヒデヨ（明
53 
治44年生），金木トミ（明治43年生），佐藤八重子（明治43年生），久保田シゲ（明治32年生），
佐久間治男（昭和 5年生），佐久間恵美（昭和 9年生）， 棟方ヨ シエ（明治41年生），菅原ヤヨ
イ（大正7年生），川島ウメ子（大正11年生）
、 ?
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